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2022－2023 年度  Rotary International のテーマ 
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Jennifer E. Jones RI President  （ Canada ） 

ジェニファー E・ジョーンズ RI 会長 （ カナダ ） 

 

 

   例会日 ： 毎週金曜日 12 時 30 分～ 

例会場 ： 上郡町商工会館 ２F 大会議室 

事務局 ： 上郡町商工会館内 

TEL：0791-52-3710  FAX：0791-52-3833 

Web Site： https://kamigori.ri2680.org E-mail： kamigori@gold.ocn.ne.jp 

会 長：江見 孝信 幹 事：石原 香澄 会 報：寺本 英徳 
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点鐘・ソング 感謝状 

      君が代・奉仕の理想 第 8 回米山功労者 井口会員 

来客・来訪会員紹介 

 

      なし 

歓迎歌 

      なし 

 

お祝い 

会員誕生日 結婚記念日 配偶者誕生日 

朝来・辻・寺本会員 

半田・谷脇会員 

半田・村山会員 半田・西会員 

塚崎会員（欠席） 

   

 

出席報告 

会員数 出席者数 MU 数 免除 欠席者数 出席率(%) 前々回修正出席率(%) 

29 24 2 1 2 93.31 92.85 

 欠席会員：岡田会員・岡本会員 
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会長の時間 

本日の春の交通安全運動、交通立ち番参加の皆様お疲れ様でした。朝の交通立ち番での塚崎会員の

お話です。昨日、佐用町で交通安全運動の決起集会があり、塚崎会員が経営者協会として、参加され

たそうですが、上郡佐用ロータリークラブが 2 名参加予定となっており、急遽ロータリークラブとし

て、受付名簿に記入されたそうです。本日事務局に確認すると前回例会にて、幹事報告の回覧で決起

集会の案内を回覧されていたようです。見落とししたことに対し大反省でした。塚崎会員に大感謝で

す。 

 4 月末の地区協議会、各委員会研修に参加された次年度の会長、幹事、各委員長の皆様お疲れ様で

す。新年度は約 2 か月弱で始まります。今日と次回例会での有意義で又面白くて愉快な御報告よろし

くお願いします。又、次年度 RI 会長テーマの「世界に希望を生み出そう」次年度のガバナーの行動

方針「真心の行動・慈愛の奉仕・平和に貢献」それぞれのテーマに基づきクラブ運営を期待したいと

思います。 

 今年度も後少しとなりましたが、会員の皆様、今年度ガバナーのテーマ「Let’s Enjoy Rotary」

に基づき、60 周年記念例会、最終例会をメインにロータリーライフを大いに楽しみましょう。 

 

幹事報告 

〇ガバナー事務所より下記の書簡が届いております。 

1．「感謝の集い」の案内 

2．2023 年 地区研修、協議会出席の礼状 

〇米山功労クラブ感謝状をいただいております。 

上郡佐用 RC ⇒ 第 6 回 米山功労クラブ 

〇井口会員に「第 8 回米山功労者 マルチプル 感謝状」をいただいております。 

〇赤穂 RC より週報（No.3332〜3336）をいただいております。 

〇龍野 RC より週報（No.3096〜3102）をいただいております。 

〇西播磨地区薬物乱用防止指導員協議会より資金援助依頼が届いております。 

〇例会終了後 60 周年実行委員会並びに理事会を開催しますので、理事の方はお願いします。 

 

各委員会報告 

社会奉仕委員会 

今朝の交通立ち番に参加下さいました会員の皆さん、ご苦労様でした。 

 

審議事項 

特になし 

 

本日のプログラム 

≪2023 年 地区研修・協議会報告≫ 

石原次期会長 

全体会議内容は PETS との重複が多いので割愛させて頂きます。全体会議の後に部門別分科会に

移りました。会長部門に付いての報告をさせて頂きます。 

予算案審議の後、規定審議会の役割の説明に続いて、各クラブのビジョン、戦略計画の作成及びバ
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ージョンアップに向けての話、その後、各円卓でのグループデｲスカッションを約 40 分しました。 

西播第 2 グループ・次期ガバナー補佐半田氏を中心に次期行事予定等、話合いました。 

◎龍野 RC から発案の西播第 2 グループでの親睦会をしたい。 

ガバナー補佐を中心に計画中ですが、確定次第報告します。 

◎今期 IM に付いて 

12 月 16 日（土） 相生ラビーナにて 

各クラブで地区内の「大樹」に関してのレポート発表を 10 分程度予定。 

◎ウクライナバレー団公演会 

ウクライナから、淡路島に避難して来られているバレーダンサーの公演を西播第 2 グループ主

催で開催したい。 

各クラブ 10 万円均等の出資を願いたい。 

以上の外にも 

会員増強・My Rotary 登録率 UP・ロータリー財団年次基金・ロータリー財団恒久基金 

ポリオ基金 米山記念奨学金 

それぞれ数値目標の確認をしました。 

これらの予定目標を当クラブでは理事会、各委員会委員長そして委員と協力して楽しみながらのロ

ータリーライフに活用して行きたいと思います。 

 

髙見次期幹事 

石原会長のもとで今年度幹事を務めさせて頂くことになりました。初めての地区研修会・協議会

に参加しました。未だにロータリークラブの仕組みもよくわからない状態で、不安でいっぱいです。

皆様にご迷惑をおかけすることが多々あると思いますが、先輩に助けてもらいながら頑張りますの

で、どうぞよろしくお願いします。 

  「今年度の活動方針」 

・石原会長とのコミュニケーションをとり、足を引っ張らないようにクラブ運営をする。 

・楽しくスムーズなクラブ運営を心掛ける。 

・My Rotary への登録の推進を図る。 

・事務局との連絡を密にする。 

・クラブの活性化と多様化を図る。 

今年度の RI 会長テーマは「世界に希望を生み出そう」。平和の推進、メンタルヘルスの取り組み、

女児のエンパワメント、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）などです。 

皆様のご協力のもとクラブ運営を進めてまいりますので、一年間、ご指導のほどよろしくお願いし

ます。 

 

辻次期クラブ管理運営委員長                    

他の委員会と連携しつつ、クラブをサポートし、クラブの活性化を図る。 

クラブの活性化と多様化、DEI の理解を図るため効果的なセミナーを実施する。 

クラブ運営の柔軟性について検討する。 

My ROTARY への登録率向上と利用促進を図る。 
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村山次期職業奉仕委員長 

職業奉仕部門の分科会では、大内次期職業奉仕委員長から、開催趣旨についての説明があり、引

き続いて「職業奉仕に関すること」をテーマとして講演がありました。 

その中でロータリークラブとライオンズクラブの違いに言及されていました。 

シェルドンが唱えた “ I serve ” について、ライオンズクラブの “ We serve ” と対比させた説

明がありました。簡潔に言えば、 “ We serve ” は「仲間の合言葉」であるのに対し、 

“ I serve ” は「自分の戒めへの言葉」であるというお話でした。 

ロータリークラブは「事業経営者であるロータリアンの精神的成長を目的とする」ものである。ま

た、アレン・アルバート国際連合会会長は「人格の形成と実力の涵養である」と述べられている。

職業奉仕とは事業の中で奉仕を行っていくこと。言い換えれば、社会貢献を行っていくことである

というお話でした。 

最後にテーブルディスカッションがあり、「過去の職業奉仕への取り組み」や「次年度の職業奉

仕委員会の取り組み」をテーマに討論がありました。 

同じテーブルには、当クラブと規模が同じような相生クラブ、南淡路クラブなどでした。職業奉仕

の活動として、どのクラブも会員の職場を訪問する職場例会や、地域ボランティアの卓話などを行

っているということでしたが、職場例会で職場見学と懇親会をセットにする、創業者に創業に当た

っての苦労話を話してもらうなどの案を披露されたところもありました。 

他のクラブで行っていることで、上郡佐用ロータリークラブが取り入れることができるかを考えな

がら、次年度の活動を考えていきたいと思いました。 

 

箸蔵次期会員維持増強委員長                           

DEI でクラブの活性化を図ろう 

DEI とは？ 

D ：diversity 多様性 

E ：equity  公平さ 

I ：inclusion インクルージョン（包摂性） 

多様性･･･団体やグループの持つある属性（性別・年齢・勤務年数など）に着目した時、その属性

がどの程度分散しているかという状態を評価するものとし、それが分散している程多様

化が進んでいるとされる。 

  公平さ･･･公平さとは異なる属性の持ち主に対して、単に等しく取り扱うのではなく、結果として

同じ状況になる様努力すること。 

  インクルージョン･･･ 

（１）帰属感 集団において、その集団に帰属していることの充足感。 

（２）ありのままの自分でいること 集団の持つ一定の価値観に違和感を持つことなく、

その集団の中にいることが出来ること。 

 

ニコニコ箱・親睦箱 

江見会長・・・地区協議会参加の皆様お疲れ様でした。 

石原幹事・・・GW 疲れまだとれません。 

辻 会員・・・誕生日自祝。 
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半田会員・・・お祝い自祝。有難うございました。 

朝来会員・・・誕生日自祝。 

寺本会員・・・誕生日自祝。 

箸蔵会員・・・地区協参加の皆様お疲れ様でした。高見会員お世話になりました。 

辻会員、ご馳走様でした。 

名田会員・・・例会に寄せて。 

村山会員・・・交通立ち番お疲れ様でした。 

田村会員・・・西播ゴルフ良い天気になってほしいですね。 

難波会員・・・例会に寄せて。 

小林会員・・・会議のため早退します、すみません。 

山本会員・・・本日早退します、すみません。 

柳原会員・・・例会に寄せて。 

高見会員・・・今日の会員誕生日、結婚記念の皆様おめでとうございます。 

 

ニコニコ箱     ８，０００円 

親 睦 箱    １４，０００円 

合   計    ２２，０００円 

 

 


